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7月21日〜8月20日（合計8,369,869円）

会津テニス協会・ゼビオ株式会社・丸喜商事

株式会社	 現金	 50,000円

株式会社エイプラフト	 現金	 10,000円

越田	光重	 現金	 3,000円

越田	光重	 現金	 3,000円

匿名希望	 現金	 20,000円

	 （敬称略）

給付件数累計 36件 合計6,164,020円

東日本大震災
被災患者支援基金

基金積み増しにご協力ください
●郵便振替（通信欄に震災支援と記載）

特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 
００１５０－４－１５７５４

●銀行の場合
特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 

ゆうちょ銀行　００８店　普通　４７９９９５１

　

来
る
９
月
15
日
、
仙
台
市
に
お

い
て
「
骨
髄
バ
ン
ク
・
さ
い
帯
血

バ
ン
ク
合
同
全
国
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
骨
髄
移
植
推
進
財
団

の
設
立
か
ら
21
年
、
さ
い
帯
血
バ

ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
か
ら

13
年
。
こ
の
間
、
全
国
協
議
会
が

主
催
し
て
き
た
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
発
展
形
と
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク

と
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が
合
同
公
開

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
共
催
し
て
き
た
こ

と
は
幾
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
バ
ン
ク
の
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
大
会
を
合
同
で
開
催

す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
初
め
て
で

す
。
合
同
開
催
に
い
た
る
経
緯
は

興
味
の
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
合
同
全
国
大
会
開
催
が
今

回
限
り
な
の
か
、
あ
る
い
は
来
年

以
降
も
継
続
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ
る
と

と
も
に
、
密
か
な
期
待
を
抱
か
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
大
会

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
と
も
に
造

血
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
人
の

た
め
に
」
で
あ
り
、
開
催
案
内
チ

ラ
シ
に
は
、「
両
バ
ン
ク
の
明
日

の
姿
を
考
え
ま
す
」
と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ン
ク

組
織
の
た
め
で
は
な
く
、
ま
た
医

療
者
の
た
め
だ
け
で
も
な
く
、
あ

く
ま
で
も
造
血
細
胞
移
植
医
療
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
た
め
の

「
明
日
の
姿
」
を
思
い
描
く
と
き
、

向
か
う
べ
き
方
向
は
ひ
と
つ
し
か

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
ま
ず
こ
の
合
同
大
会
が

充
実
し
た
内
容
を
も
っ
て
成
功
に

導
か
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
専
門
外
の
方
々
に
は
全

く
馴
染
み
の
な
い
話
で
恐
縮
で
す

が
、「
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
」
と

い
う
名
前
の
ウ
イ
ル
ス
が
あ
り
ま

す
。
別
名
は
「
マ
ウ
ス
パ
ラ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ⅰ
型
ウ
イ
ル
ス
」
で

す
が
、
多
少
な
り
と
も
ウ
イ
ル
ス

学
を
学
ん
で
い
れ
ば
、
セ
ン
ダ
イ

ウ
イ
ル
ス
の
名
を
知
ら
な
い
者

は
い
ま
せ
ん
。
セ
ン
ダ
イ
の
名
の

由
来
は
、
今
か
ら
遡
る
こ
と
59
年

前
に
、
仙
台
市
に
て
東
北
大
学
の

研
究
者
３
名
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

「
新
生
児
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
（
セ
ン

ダ
イ
型
）」
と
論
文
に
記
載
さ
れ

た
も
の
が
、
発
見
さ
れ
た
街
に
敬

意
を
表
し
て
、
海
外
の
ウ
イ
ル
ス

学
者
の
間
で
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス

と
呼
び
習
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
国
内
外
で
こ
の
ウ
イ
ル
ス

名
が
定
着
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
不
思
議

な
性
質
が
あ
り
ま
す
。
哺
乳
動
物

細
胞
の
培
養
中
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス

を
加
え
る
と
、
巨
大
な
細
胞
が
出

現
し
ま
す
。
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス

が
、
細
胞
同
士
を
融
合
さ
せ
る
の

で
す
。
人
工
的
に
細
胞
を
融
合
さ

せ
る
技
術
は
、
特
異
抗
体
の
作
製

や
有
用
生
物
活
性
物
質
の
大
量
生

産
へ
の
道
を
開
い
た
と
い
う
点
で
、

そ
の
後
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

発
展
の
端
緒
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
発
見
か
ら

半
世
紀
余
り
を
経
て
、
こ
の
ウ
イ

ル
ス
の
発
見
さ
れ
た
街
で
、
骨
髄

バ
ン
ク
と
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
と
が
、

合
同
で
大
会
を
催
し
ま
す
。
近
い

将
来
、
ふ
た
つ
の
バ
ン
ク
の
融
合

が
起
こ
る
か
否
か
は
、
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
は
、

熱
い
思
い
を
胸
に
、
大
会
に
臨

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
両
バ
ン
ク

の
融
合
は
、
私
た
ち
全
国
協
議
会

が
提
起
し
た
も
の
で
す
。
現
在
こ

れ
に
は
多
く
の
方
々
か
ら
ご
賛
同

骨髄バンクの最新情報をお知らせする� ───────────────────────────────────────�骨髄バンクNOW

●骨髄データセンターのドナー登録状況の集計方法
の変更について
　平成24年７月より、骨髄データセンターのドナー
登録状況の集計方法が変更となり、それに伴いマン
スリーレポートの表示も変更しました。20歳未満の
ドナー登録者数、51歳以上のドナー登録者数はこれ
まで当月と累計を表示していましたが、今後は10代
〜50代までの当月の登録者数を表示します。また資
料１のドナーの状況の２次検査実施ドナー現在数の
表示は廃止し、HLA適合報告ドナー数は、これまで
の累計数から複数回適合したドナー数を引いた人数
を表示することとしました。
　なお、各都道府県別での各年代ドナー数や当月登
録者の10代のドナー数などの集計は中央骨髄データ
センターのホームページ、統計資料でご覧いただけ
ますので、ご参照ください。
http://trk.bmdc.jrc.or.jp/report/pref.pdf

●埼玉県で７月のドナー登録者数が829人を記録
　埼玉県では、昨年度に引き続き、６月18日から緊
急雇用対策（骨髄バンク推進事業）による献血ルー
ムの登録推進活動を実施しており、県内に８ヵ所あ

る献血ルームにドナー登録希望者への説明員を設置
しています。実施前の実績では４月が126人、５月が
134人でしたが、実施後の６月は393人、７月は829
人となり、説明員設置の効果が確実に表れています。

●「骨髄バンク・さい帯血バンク合同全国大会」に
ついて
  ９月15日（土）、13時30分より、仙台市太白区文化
センターにおいて、「骨髄バンク・さい帯血バンク合
同全国大会」が開催されます。
  第一部の式典では、両バンクの平成23年度事業につ
いて、第二部では、昨年３月11日の東日本大震災時
の両バンクと移植施設の対応についての報告が行わ
れます。このほか「明日の骨髄バンクとさい帯血バ
ンク―ともに移植を必要とする人のために」をテー
マにしたシンポジウム、NHK仙台少年少女合唱隊に
よるコンサートを予定しています。

●「友情〜秋桜のバラード〜」など秋恒例の舞台が
上演
○骨髄移植推進財団設立20周年キャンペーン「友情
〜秋桜のバラード〜」

■８月29日・前進座劇場、９月４〜12日・草月ホー
ル　
■お問い合わせ　劇団絵生（えき）　TEL 03-5715-
6933（平日11:00〜17:00）
○「IMAGINE 9.11」
■９月25〜28日・野方WIZ　
■お問い合わせ　IMAGINE 9.11制作実行委員会　
TEL 03-5327-3353
○骨髄移植推進キャンペーンミュージカル「明日へ
の扉」
■9月13〜14日・新宿文化センター・大ホール

■9月28日〜29日・NHK大阪ホール
■お問い合わせ　明日への扉実行委員会・東京TEL 
03-5766-5181・大阪TEL 06-6536-7161
○骨髄バンクのボランティアの皆さんを中心にし
た「骨髄バンク普及映画を作る会」（TEL 027-347-
0085）が発足。映画を見ることで骨髄バンクへの理
解を深め、ドナー登録のきっかけとなるよう2013
年の全国公開に向け活動を行っています。詳細は同
会ホームページをご参照ください。http://kotsuzui-
eiga.org/index.htm

《財団マンスリー JMDP（8月15日発行）より抜粋》

を
得
て
い
ま
す
。
耳
を
そ
ば
だ
て
、

目
を
見
開
い
て
、
両
バ
ン
ク
の
関

係
者
の
言
動
に
全
神
経
を
傾
け
ま

し
ょ
う
。「
2
0
1
2
年
９
月
15

日
。
仙
台
か
ら
新
し
い
時
代
が
始

ま
っ
た
」
と
、
年
表
に
記
さ
れ
る

と
き
が
、
い
つ
か
訪
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

59
年
前
に
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス

を
発
見
し
た
学
者
の
お
一
人
は
、

石
田
名
香
雄
博
士
で
す
。
東
北
大

学
の
総
長
を
も
務
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
２
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
際

に
は
、
仙
台
市
や
東
北
大
学
が
主

全国協議会へのご寄付は所得控除対象になります その❶
　全国協議会の活動、各種支援事業は、皆さまからのご寄付によって支えられています。
2010年4月16日から認定特定非営利活動法人（認定NPO法人）に認定されたことにより、
全国協議会へのご寄付は税法上の優遇措置が受けられます。本号と次号の２回にわたって、
この制度について解説いたします。

認定ＮＰＯ法人とは？
ＮＰＯ法人のなかで、

　① 広く一般から支持を受けている
　② 活動や組織運営が適正に行われている
　③ より多くの情報が公開されている

といった点から、より公益性が高い法人組織であると、国税庁長官が認めるものです。
現在ある45542NPO法人のうち、認定NPO法人は267団体となっています。（2012年
７月16日時点）

＜個人がご寄付された場合＞
　認定NPO法人への2,000円を超えるご寄付は、A.総所得金額、B.所得税額、のいずれ
かから控除できます。確定申告の際に全国協議会が発行する領収証を添付してください。

A. 所得控除方式（寄付金控除）〈従来〉

　　寄付金　－　2,000円　=　所得控除の額

　※控除を受けられる寄付金額は年間総所得金額の40%が上限です。
　※税率をかける前に控除されますので、控除の効果が個人の税率に影響されます。税率
　　は高額所得の人ほど高くなります。

B. 税額控除方式（寄付金特別控除）〈新規〉

　（寄付金額　－　2,000円）　×　40%　＝　税額控除額（所得税）

　※控除を受けられる寄付金額は年間総所得金額の40%が上限です。
　※控除上限額は所得税額の25%です。
　※税率をかけた後の税額から直接控除されますので、効果が税率に影響されません。税
　　率の低い所得層に有利です。

次号では法人が寄付された場合について説明します。

※寄付のお申し出、お問い合わせは全国協議会事務局までお気軽にお問い合わせください。

催
す
る
追
悼
の
会
が
、
お
ご
そ
か

に
、
し
か
し
盛
大
に
営
ま
れ
ま
し

た
。
石
田
氏
が
、
か
つ
て
宮
城
骨

髄
バ
ン
ク
登
録
推
進
協
議
会
の
初

代
会
長
を
務
め
て
い
た
の
も
、
何

か
の
縁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

天
国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
あ
ろ

う
石
田
博
士
の
現
在
の
研
究
テ
ー

マ
は
、「
新
た
な
造
血
幹
細
胞
バ

ン
ク
構
築
に
果
た
す
セ
ン
ダ
イ
ウ

イ
ル
ス
の
役
割
」
に
違
い
な
い
と
、

不
肖
の
弟
子
の
一
人
と
し
て
、
希

望
を
込
め
て
信
じ
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ざ
、
仙
台
へ
！�

（
品
川
）

◆日本骨髄バンクの現状（平成24年7月末現在）
 6月 7月 現在数 累計数
ドナー登録者数 3,111 3,591 414,615 549,828
患者登録者数 233 232 2,947 36,332
骨髄移植例数 120 116 － 14,490

■７月の年齢別ドナー登録者数(現在数)
10代　2,635人／ 20代　70,377人／ 30代　152,411人／ 40代　151,835人／ 50代　37,357人
■７月の20歳未満の登録者249人

注）数値は速報値のため次月以降に訂正される
ことがあります。

9.15
仙台

骨髄バンクとさい帯血バンク

合同大会で新しい時代へ
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　　　		7月21日〜8月20日		　　　

塩谷	圭	 現金	 1,000円

鈴木	純子	 現金	 1,340円

染谷	勇気	 現金	 50,000円

飛田	行康	 現金	 10,000円

平野	深雪	 現金	 500,000円

福原	卓也	 現金	 1,000円

匿名希望	 現金	 5,000円

匿名希望	 現金	 10,000円

●白血病患者支援基金

嶋津	桂子	 現金	 3,000円

●佐藤きち子患者支援基金

財団法人	倉敷中央病院	 現金	 4,755円

トリイ	サヤカ	 現金	 10,000円

樋口	勇一	 現金	 5,000円

福原	卓也	 現金	 1,000円

	 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座　三井住友銀行  新宿通支店

 普通  ５６６６６５５
郵便振替口座　００１５０-４-１５７５４

特定非営利活動法人
全国骨髄バンク推進連絡協議会

※国税庁より「認定NPO法人」として認可されて
　いますので、寄付控除の対象となります。

ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り

雀
卓
を
囲
み
普
及
啓
発

東京

医
療
講
演
会
参
加
レ
ポ
ー
ト

東
大
医
科
研
附
属
病
院
　
第
22
回
市
民
公
開
医
療
懇
談
会

一
、「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
ウ
ィ
ル
ス
と
Ａ
Ｔ
Ｌ
」

　
　〈
講
師
〉
血
液
腫
瘍
内
科
　
内
丸 

薫
准
教
授

二
、「
Ａ
Ｔ
Ｌ
患
者
に
な
っ
て
得
た
も
の
」

　
　〈
講
師
〉
前
宮
城
県
知
事
、
慶
応
義
塾
大
学
　
浅
野
史
郎
教
授

　

本
紙
で
も
数
度
に
わ
た
り
報
告

し
ま
し
た
が
、
昨
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
か

ら
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
と
検
討
し
て
き
た
全
国
協
議
会

で
は
、
同
年
３
月
24
日
か
ら
被
災

地
の
患
者
さ
ん
や
医
療
機
関
に
向

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
４
月

５
日
に
東
日
本
大
震
災
被
災
患
者

支
援
基
金
を
設
立
し
、
被
災
さ
れ

た
血
液
疾
患
患
者
さ
ん
へ
医
療
費

や
投
薬
料
、
通
院
に
か
か
る
交
通

費
、
闘
病
に
か
か
る
日
用
品
（
マ

ス
ク
等
）
を
対
象
に
、
１
人
50
万

円
を
上
限
に
給
付
を
行
う
患
者
支

援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

１
年
４
か
月
が
過
ぎ
、
こ
れ
ま

で
に
35
件　

5
百
66
万
4
千
20

円
の
給
付
を
行
い
ま
し
た

（
2
0
1
2
年
８
月
末
現
在
）。
県

別
の
申
請
・
給
付
状
況
は
一
覧
表

の
と
お
り
で
す
が
、
特
に
被
害
の

大
き
か
っ
た
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
３
県
の
他
、
お
子
さ
ん
を
連
れ

て
の
避
難
先
で
あ
る
新
潟
県
か
ら

も
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
昨

年
９
月
に
被
災
地
で
の
基
金
広
報

活
動
を
展
開
し
た
こ
と
も
あ
り
、

茨
城
県
か
ら
も
申
請
が
届
き
ま
し

た
。
各
県
ご
と
に
平
均
し
て
給
付

１
件
あ
た
り
の
額
を
比
べ
る
と
、

岩
手
・
宮
城
が
約
11
万
円
、
福
島

が
約
24
万
円
、
新
潟
が
約
16
万
円

で
、
平
均
す
る
と
約
17
万
円
で
す
。

福
島
が
岩
手
や
宮
城
の
お
よ
そ
２

倍
の
給
付
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
、
福
島
県
は
原
発
の
関

係
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
が

被
災
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
給
付
対
象
者
に
な
り

ま
す
が
、
岩
手
・
宮
城
の
よ
う
に

医
療
費
免
除
の
対
象
に
は
な
っ
て

い
な
い
の
で
、
診
療
費
や
投
薬
料

が
生
じ
る
こ
と
、
震
災
以
降
に
造

血
細
胞
移
植
を
行
っ
た
患
者
さ
ん

が
岩
手
よ
り
も
多
か
っ
た
こ
と
も

一
因
で
す
。

　

通
院
の
場
合
に
は
１
回
の
給
付

額
上
限
が
30
万
円
で
す
が
、
造
血

細
胞
移
植
対
象
者
は
上
限
が
最
初

か
ら
50
万
円
だ
か
ら
で
す
。
本
基

金
は
、
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基

金
で
は
対
象
に
な
ら
な
い
分
子
標

的
薬
に
よ
る
投
薬
治
療
の
患
者
さ

ん
も
対
象
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

全
体
の
約
35
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
や
そ
の
他
の
補

助
制
度
を
使
っ
て
も
、
な
お
高
額

な
投
薬
料
が
か
か
る
患
者
さ
ん
の

一
助
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
地
域
で
は
医
療
費
の
免
除

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

制
度
が
９
月
末
で
終
了
す
る
こ
と

も
あ
り
、
10
月
以
降
の
申
請
が
増

加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
被

災
地
の
行
政
機
関
も
通
常
の
業
務

に
近
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
し
、
各
所
か
ら
の
様
々
な
支
援

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
を
支
援

で
き
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
の
申
請
・

給
付
状
況
を
勘
案
し
、
申
請
書
類

の
見
直
し
や
、
給
付
上
限
額
な
ど
、

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
近
日
中
に
、
基
金
の
案
内

お
よ
び
申
請
書
類
の
改
訂
版
を
該

当
地
域
の
自
治
体
、
病
院
に
送
付

し
て
周
知
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

本
基
金
は
2
0
1
3
年
３
月
末

を
も
っ
て
終
了
の
予
定
で
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
安

心
し
て
闘
病
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
あ
と
半
年
、
患
者
さ

ん
や
関
係
者
へ
の
周
知
活
動
と
共

に
、
更
な
る
基
金
の
積
み
増
し
が

必
要
で
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
何
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

─
─
基
金
利
用
者
の
声
─
─

　

給
付
を
受
け
た
患
者
さ
ん
の
報

告
書
に
添
え
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
今
回
の
支
援
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
身
体
が
回
復

し
て
、
早
く
恩
返
し
が
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

岩
手
県
大
船
渡
市　

Ｋ
さ
ん

◆
今
回
は
支
援
基
金
の
給
付
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
病
気
の
子
を
連
れ

て
の
避
難
生
活
の
中
、
経
済
状
況

も
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
、
大
変

助
か
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

主
人
の
就
職
先
も
決
ま
り
、
安
定

し
た
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に

日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

�

福
島
県
双
葉
郡　

Ｉ
さ
ん

◆
遠
方
で
の
入
院
、
自
主
避
難
等

で
費
用
が
随
分
と
か
か
り
ま
し
た
。

支
援
金
を
頂
い
て
本
当
に
た
す
か

り
ま
し
た
。

�

福
島
県
福
島
市　

Ｔ
さ
ん

　

健
全
な
麻
雀
の
普
及
に
取
り
組

む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ロ
ン
で
は
、
西

日
本
統
括
の
山
口
明
大
プ
ロ
が
骨

髄
移
植
で
命
を
救
わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
２
０
０
５
年
よ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
は
８
月
５
日
に
、

東
京
と
広
島
で
同
時
開
催
と
な
り
、

女
流
プ
ロ
ら
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
・
銀
座
の
会
場
で
は
、
大

谷
貴
子
さ
ん
を
迎
え
特
別
講
演
が

被
災
地
支
援
活
動
継
続
中

東
日
本
大
震
災
被
災
患
者
支
援
基
金

申請者
居住地 申請件数 審査or

保留中 給付件数
給付件数の 
うち2011/3 
以降に移植

給付金額 平均給付
金額

岩手県 15 3 12 2 1,368,850 114,071 
宮城県 7 0 7 5 832,590 118,941 
福島県 20 5 16 9 3,800,680 237,543 
新潟県 1 0 1 0 161,900 161,900 
茨城県 1 1 0 0 0 0 
合計 44 9 36 16 6,164,020 171,223 

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
谷
さ
ん
も
登

場
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
の
黎
明
期
の

活
動
を
描
い
た
「
コ
ミ
ッ
ク
版
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
／
決
断
・
命
の
一

滴
」
の
著
者
で
、
麻
雀
漫
画
で
も

有
名
な
本
そ
う
い
ち
氏
ら
と
の

　

美
濃
源
氏
土
岐
氏
発
祥
の
地
で

あ
る
瑞
浪
市
で
、
土
岐
一
族
の
、

因
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
何
ご
と
も

恐
れ
ず
自
由
に
振
舞
う
「
バ
サ

ラ
」
の
心
意
気
を
現
代
に
呼
び
覚

バ
サ
ラ
の
心
意
気
で

暑
い
熱
い
登
録
会

岐阜

ま
す
瑞
浪
美
濃
源
氏
七
夕
ま
つ
り

が
、
８
月
10
日
か
ら
12
日
の
３
日

間
、
Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
前
広
場
に
大
き

な
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
商
店
街

に
は
七
夕
飾
り
で
装
飾
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

  

ス
テ
ー
ジ
で
は
暑
さ
に
負
け
な

い
よ
う
な
ラ
イ
ブ
や
バ
サ
ラ
踊
り

が
披
露
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
会
場

　

今
回
は
最
近
、
政
府
内
に
特
命

チ
ー
ム
が
発
足
し
、
研
究
、
対
応

が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｌ
（
成

人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
の
話
で
し
た
。

ま
ず
内
丸
先
生
か
ら
病
気
の
概
要

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
病
気
は
Ｔ
リ
ン
パ
球
が

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
−
１
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
さ
れ
た
後
、
60
年
位
掛
っ

て
、
約
５
％
の
方
が
発
症
す
る
も

の
で
、
ま
た
我
が
国
の
キ
ャ
リ

ア
ー
は
1
0
8
万
人
程
と
推
定
さ

れ
、
西
南
地
方
に
比
較
的
多
く
、

1
9
7
7
年
〜
81
年
に
か
け
て
日

本
の
医
師
に
よ
っ
て
主
に
研
究
、

解
明
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

感
染
ル
ー
ト
は
母
乳
か
ら
が

70
％
で
、
1
9
8
6
年
以
降
は
輸

血
に
よ
る
経
路
は
無
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。
し
た
が
っ
て
感
染
予
防

に
は
、
断
乳
が
効
果
的
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ｌ
の
症
状
は
リ
ン
パ
節
腫

脹
、
皮
疹
等
で
、
治
療
成
績
は
、

新
薬
も
最
近
我
が
国
で
開
発
さ
れ
、

フ
ェ
ー
ズ
２
（
※
注
）
で
50
％
に

有
効
の
成
績
も
得
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
造
血
細
胞
移
植

（
高
齢
者
に
は
ミ
ニ
移
植
）
も
有

力
な
治
療
法
に
な
っ
て
き
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

続
い
て
、
元
A
T
L
患
者
で

あ
っ
た
浅
野
先
生
の
患
者
体
験
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
骨
髄
移
植
等
を
受
け
元

気
に
な
ら
れ
た
大
変
快
活
な
方
で
、

「
俺
は
病
気
に
勝
つ
」
と
、
先
生

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
根
拠
な

き
成
功
へ
の
確
信
」
を
持
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
病
院
に
信
頼
感
を

持
て
た
こ
と
で
随
分
励
ま
さ
れ
た

記
憶
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ

る
等
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
大

い
に
役
立
つ
話
で
し
た
。

  

ま
た
、
特
命
チ
ー
ム
の
発
足
等

に
ご
尽
力
さ
れ
た
先
生
の
感
想
で

は
、
役
所
は
公
平
性
を
保
つ
た
め

「
何
で
こ
れ
だ
け
や
る
の
か
」
と

な
る
が
、
政
治
は
あ
る
程
度
の
え

こ
ひ
い
き
的
な
こ
と
が
で
き
る
性

格
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
我
々
の

活
動
に
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。�

（
溝
口
）

【
※
注
】

フ
ェ
ー
ズ
２
…
新
薬
開
発
に
お
け

る
臨
床
試
験
の
段
階
の
ひ
と
つ
。

フ
ェ
ー
ズ
１
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
３
ま

で
あ
り
、
フ
ェ
ー
ズ
２
は
少
数
の

患
者
を
対
象
に
し
た
臨
床
試
験
の

こ
と
。

を
望
む
と
こ
ろ
で
瑞
浪
桔
梗
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
管
に
よ
る
献
血

併
行
登
録
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

広
場
の
気
温
計
が
40
度
を
示
し
て

お
り
、
説
明
の
声
も
ス
テ
ー
ジ
の

音
量
に
負
け
な
い
よ
う
大
き
く
な

る
な
ど
、
暑
い
熱
い
登
録
会
で
し

た
。

　

事
前
に
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
が
新
聞
に

折
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
当
日
は
瑞

浪
高
等
学
校
の
福
祉
コ
ー
ス
2
年

の
生
徒
さ
ん
12
名
が
チ
ラ
シ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
な
ど
啓
発
活
動

を
担
当
し
、
う
ち
5
名
が
初
め
て

の
献
血
に
挑
戦
で
し
た
。
ま
た
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
お

孫
さ
ん
４
人
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
今
年
も
骨
髄
バ
ン
ク
の
幟
を
担

い
で
商
店
街
を
回
る
な
ど
、
瑞
浪

地
区
の
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
え
る
意

識
の
高
さ
に
感
動
で
し
た
。

�

（
岐
阜
の
会 

田
中
）

ト
ー
ク
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

他
人
同
士
が
一

緒
に
卓
を
囲
む
と

す
ぐ
に
親
し
く
な

れ
る
。
そ
ん
な
麻

雀
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
の
魅
力

と
効
用
が
、
骨
髄

バ
ン
ク
普
及
啓
発

の
一
助
に
な
れ
ば

と
願
い
ま
す
。

（
ニ
ュ
ー
ロ
ン
代

表　

池
谷
）

重いテーマを軽妙に語る、大谷マジック全開‼

次代を担う子供たちも、普及啓発に一役‼


